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１．研究計画の概要 
 携帯電話、無線LAN、衛星放送などの爆発的普及

、ブロードバンド化の急速な進展に伴い、高速無

線データ通信のニーズは急拡大しているが、小型

化や高周波化が困難であるという問題が顕在化し

ている。これらの目的を解決するため、以下の４

項目について、研究を行う計画である。 

（１）整合回路一体型微小アンテナの設計・
評価 
（２）指向性を有する整合回路一体型平面型
アレイアンテナの設計・評価 
（３）広帯域平面型微小アンテナ一体型 RF
フロントエンドの開発 
（４）三次元実装による裏面遮蔽型アンテナ
一体型トランシーバの開発 
 
２．研究の進捗状況 
 現在までの研究進捗を以下に述べる。 
（１）申請者らが提案した非共振型微小アン
テナの設計の妥当性を検証するために、電磁
界シミュレータを用いて微小アンテナの設
計を行った。その結果、ほぼ設計値どおりの
周波数、リターンロス、放射パターンを計測
することができた。 
（２）ユビキタスネットワークにおいては、
デバイスの低消費化のため、指向性を高めて、
アンプの出力を減らす必要が生じる。指向性
を高めるために、平面型アレイアンテナの原
理を元にスロットアンテナの裏面をフロー
ティンググランドとすることで片面指向性
を実現した。  
（３）ユビキタスネットワークにおける、ワ
イドバンド対応、マルチバンド対応をにらみ、
これまでに設計した指向性アンテナの広帯
域化設計を行った。また、実装する送受信
RF フロントエンドの設計もあわせて行った。 

３．現在までの達成度 
 これまでのところ、計画調書に記載の研究
フローチャートに沿っておおむね研究を遂
行できている。その理由として、研究代表者
及び分担者らが頻繁に研究打ち合わせを行
っていることが上げられる。したがって達成
度は約９０％である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後、金属筐体の影響を電波的に遮蔽する
ためや、アンテナ裏面にＬＳＩチップを実装
可能とするために、裏面遮蔽特性を微小アン
テナに追加する。パッチアンテナでは、基板
厚を薄くすると放射抵抗は著しく小さくな
り放射しなくなる。しかしながら、表面グラ
ンドの形状を半波長あるいは 1/4波長程度と
すると、表面基板上の共振により放射し、一
方裏面はグランドのため電気的に遮蔽でき
ることを予備的に見出している。さらに、高
周波三次元実装基板の表面にアンテナを配
置し、裏面には無線通信用 LSI を実装する計
画である。 
また、アンテナ一体型小型トランシーバに

おいて、アンテナのための面積がまったく必
要のない小型デバイスを実現する計画であ
る。三次元実装のためには貫通ビアの形成が
不可欠である。 
さらに、実現したトランシーバの高周波特

性について、周波数軸特性はもちろん時間軸
特性も合わせて総合評価する。また、本大学
所有の電波暗室を用いて、通信距離の計測を
行い、擬似的なフィールド試験とする。得ら
れた研究成果をまとめて学会や学術論文誌
に発表する。 
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